
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　繰入金　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

0

0 1,652

0.20 0.20

24,960 14,787

0 0

要求からの主な変更点 他の樹種で代替可能なため、対象樹種を減らし、検証等の経費を減額

26,612 概算事業費（B（A）+C） 0

1,652

0

0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度

16,439

0

0 24,960
0

目標 成果 達成状況

H26
目標

Ｈ２５現況
（見込）

成果目標の達成状況

項目
14,787

25要求 25予算案

24,960

3
生産システム検
証14,787

24年度

合計（A)

Aの
財源

予
算
額

前年度繰越

補正予算

0

当初予算

概　算
人件費

0 0

0

0

成果目標・
事業内容

○未利用木材生産システム３種類について検証を実施

（単位：千円）　

419

24,960

直接
プロポーザル審査委員会
システム検討委員会　運営

419
・プロポーザルで提案されたシステム案の審査
・実施されたシステムの検証

14,787合計 0

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

H25

森林整備加速化・林業再生基金事業

項目

委託

・カシノナガキクイムシ被害地伐採・搬出システムの検
証
・マツクイムシ被害材伐採・搬出システムの検証
・全幹集材・Ｄ材運材システムの検証

24,541

（要求）
実施方法 H25実施内容

（当初） （予算案）

H24

14,368未利用木材生産システム検証

○アカマツや広葉樹、間伐材の一部（曲がり材等）は豊富な資源量が蓄積されているが、需要が少ないためほとんどが未利用となってい
る。
○集中型木材加工工場（木質バイオマス発電併設）へ安定的な原木の供給体制の構築が課題となっている。

未利用木材生産システム検証事業

２　農山村産業クラスター形成プロジェクト
３　環境・エネルギー自立地域創造プロジェクト

H25 ～

E-mail ringyo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
実施期間

担
当
課

林務部

課・室 信州の木振興課

【左記の説明、根拠法令等】

事業番号 09 02 22

県が関与
する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有

事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　■予算案　　　□点検

現状

総合５か
年計画

プロジェクト  

事　業　名

目指す姿
豊かな森林資源を効率的、安定的に供給する体制づくりのため、未利用木材を有効に活用し、地域の活性化と健全な森林の管理・造成を
目指す。
成果目標：素材生産量75万㎥（H32)

1－4　森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

◆林業再生の実現

部局

H26


